
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥取県西部には「日南町、岸本町、大山町」など６０００年前以上の縄文遺跡があるが、東部では福部の直波
すくなみ

遺

跡や栗谷遺跡が５５００年前以上と最も古く、因幡地方の先住民の発祥の地であり、文化形成の先進的な存在だ

ったのではと思われる。 

約２万年前から始まったとされる「海面が高くなった縄文海進も、２０００年前～３０００年前の弥生末期から

古墳時代には弥生海退が進んで、海面は低く海面は今より３ｍ高い状態」までなったとされる。 

５０００年前福部の海岸は、一部が島の周辺に砂州＊１が出来始めたとされるが、まだまだ海が広がっている状態

であったようである。 

その後の浜湯山集落の田んぼのボーリング調査で、地下１０～１２ｍで貝化石が発見され、当時は海であったこ

とが証明されている。 

この地を居住地として選んだのも、波静かな内海からとれる水産物や砂丘から野生の動物を捕獲し、生活するの

には恵まれた環境であったのだろう。 

福部の内海を囲むように残る遺跡は４０～５０数基存在しており、縄文時代に続く弥生時代・古墳時代と３５０

０年以上もの長期間居住の地となっていたことがうかがえる。 

そのことを物語るように内海の周辺には、縄文中期時代・弥生時代・古墳時代に渡り数多くの古墳や遺跡が発見

されている。 

弥生時代になると、稲作りが行われるようになり人々の生活の場は大きく広がっていった。 

しかし縄文時代の先進地であったふくべも内海というその地理的環境が稲作りに適さなかったためか、他地域に

見られるような大規模な集落の発生は見られなかったようである。 

＊１ 砂州 浅い海岸に潮流や風で運ばれた土砂がたまってできる砂の堤  

古墳・遺跡から読み解く「縄文時代の福部」 

石器時代 縄文時代 弥生時代 古墳時代 飛鳥時代 奈良時代 平安時代 鎌倉時代 室町時代 江戸時代 明治時代 大正時代 

５５００年前に人が住み始め内海の豊かな環境で３５００年間続く居住の地、弥生・古墳時代の遺跡 
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遺跡・古墳 年 代 特 長 発掘物 

直波
すくなみ

遺跡 約５５００年前 

縄文時代中期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約２０００年前 

弥生時代中期 

・東部因幡地方最古の遺跡

で古代人生活の発祥の

地。 

・朝鮮渡来人か南方から移

動定着だろう。 

・当時の住居跡も見つか

り、２０～３０名（５－

６戸）の集落でスタート

だろう。 

 

栗谷遺跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約４５００年前 

縄文時代後期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・土器、木器類、編物製品、

牙製垂飾
きばせいたれかざり

などが数多く

出土した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 直浪遺跡の住居跡 

左 直浪遺跡の土師器 

右 直浪遺跡の須恵器 

稲作りの証明「石包丁」 

栗谷遺跡出土の縄文土器 



 

 

 

 

 

 

栗谷遺跡 

 

 

 

 

 

 

約２５００年前 

古墳時代中期 

 

 

 

 

・特に木製杓子
しゃくし

は全国的に

も類例が少ないことか

ら「国指定の文化財」に

平成６年に指定されま

した。 

 

・古代文字が岩に刻まれて

いる。 

・豊国文字＊２の類とされ

るが解読出来ていない。 

 

＊２ 豊国文字 

   神代文字の一種で、

漢字伝来以前に古

代日本で使用され

たとされた文字 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湯山古墳群 約１３００年前

奈良時代 

（紀元前 

７００年代） 

 

●土製馬は主に奈良時  

 代に、まつり・まじない

のために作られたとさ

れる。 

・多鯰ケ池は当時は漁業が

盛んで、池の霊への奉
ほう

斎
さい

（神仏をつつしんで祀
ま

ること）にかかわるも

のと思われる。 

●江戸時代の書「因幡民談

記」（１６２２年～１６

９１年）に、今に伝わる

大蛇伝説が紹介されて

いることと、江戸時代寛

文年間（１６６１年～１

６７３年）に作成された

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長さ：１９．５ｃｍ 

栗谷遺跡出土の縄文時代の木製杓子 

小島出土の土製馬 



鳥取城下の古地図にこ

の池の畔に「弁才天社」

が書かれており、水神に

まつわる信仰があり、池

に浮かぶ「小島」に祀ら

れたとも考えられる。 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湯山６号墳 約２５００年前 

古墳時代中期 

（紀元前 

４００年代） 

・ 冑
かぶと

や甲
こう

、鉄剣などの武

具が発見される。 

・古墳は湯山池に突き出た

山湯山の大谷山 

（湯山神社の山）の先端か

ら発見。 

・出土品の製作技術の高さ

からしえ、当時のふくべ

の地域で製作したとは

考えにくく、朝鮮半島か

らの伝来か技術を身に

つけた渡来人の作と思

われる。 

 

・県指定の文化財です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土製馬が発見

された小島 
土製
ど せ い

馬
うま

が発見

された小島 
 

鉄剣 ３本 

湯山６号墳出土の 甲 

湯山６号墳出土の 兜 



 

海士古墳群 古墳時代 

（５００年 

～ 

７００年） 

海士古墳の出土品  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高江古墳群 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古墳時代 

（５００年 

～ 

７００年） 

高江１号墳石室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高江３号墳石室  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蔵見古墳群 古墳時代前期 

（５００年 

～ 

７００年） 

蔵見３号墳は巨石を積ん

で造られた横穴式石室で

古墳時代のお墓です。 

 

日本国内でも例のない貴

重な埋蔵物で「鴟尾【し

び】付き陶棺」が発見さ

れました。 

 

同時に全長２５ｃｍ、幅

１３ｃｍ、高さ１２ｃｍ

の「鳥形
とりがた

瓶
へい

」と呼ばれる

鳥の形をした水差しも見

つかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


